
節分を祝う 行事の祈りを受け継ぐ          校長 Sr.大山 江理子 

節分を経て、立春を迎えました。暦の上では春になります。校庭で
は白梅が咲き始め、寒さの中にも春の兆しがみつけられます。 
初等科でも 1 月のうちでしたが、31 日には節分の豆をお弁当のと

きに配りました。ご家庭でも節分の行事を何かなさったでしょうか。
昨今では、恵方巻きが節分の日の特別な食べ物として登場します。今
年の方角を心がけて食べましたというご家庭もあるかもしれません。 
日本の文化の中には、季節の移り変わりと共に祝う行事がありま

す。節分を越えると立春を迎え、３月には桃の節句、５月には端午の節句、それぞれに飾る花やし
きたりがあり、季節と共に子どもの成長を願って、いのちの恵みを祈ります。行事を祝うことは楽
しいことです。その日の特別のお菓子や食べ物も楽しみです。しかし、それを祝う心がけは？と考
えてみるとどうでしょうか。もし、その日だけの楽しみであった
なら･･･？ 

12年生の宗教の授業や母親宗教講座の皆様と、日本人として
色々な行事を祝うこと、そしてその意味について考えてみる機
会がありました。宗教的に厳密に考えてみれば、キリスト教に基
づく学校で、お寺や神社で行われる節分会と同じことを学校で
もしているとしたら、曖昧さや矛盾を示すものなのかもしれま
せんが、日本人としては自然に受け入れて、むしろ伝統を重んじ
ることは望ましいとさえ考えることもできます。しかし、意味を
受け継いでいるかと問われると、戸惑ってしまいそうです。  
節分の豆は、農業に携わる人びとは、それが 1年に一回だけ収穫できる実りであることを知って

います。恵方巻きの多彩な具材も、海の幸、畑の実りが集められたものとして見れば、何人もの人
の手を経て、食卓に届けられていることを思い起こすことができま
す。今はスマート農業や技術や機械の力を得ての産業ですが、長く
人間は自然の大きな力の元で、養われている、あるいは対峙してい
るという思いで、祈りながら生活してきたのではないでしょうか。
その祈りの伝統を受け継いでいるでしょうか。その祈りの先には、
イエスが共にいてくださるのでしょうか。 

都会に住んでいて、様々なものが簡単に手に入る今、子どもたち
と共に、「祈る」ということに改めて心を向けたいと感じます。節
分や節句の行事に、いのちの恵みを祈る心を生き生きとさせたいも
のです。より一層楽しさが深いものとなるに違いありません。 

  

「発表」を通して学ぶ             教頭 吉岡 真左美 

 ２月は、学習発表会から始まりました。学習発表会では、１～４年生は生活科の授業やみこころ
の時間に学習したり、追究したことを中心に発表します。「学芸会」ではなく、「学習発表会」と
いう名称にしているのはこの理由からです。 
 発表の機会は、とても有意義なものと考えます。なぜなら、発表に向けて、伝える相手を意識し
ながらどのように表現するとより効果的になるかを思考することになるからです。発表会はまさ
に、思考力と表現力を磨く絶好のチャンスです。 
 学習発表会では、「舞台を使って発表する」方法と「展示をして発表する」方法の両方が経験で
きるように、隔年で発表形式を設定しています。“舞台の年”である今年は、担任の先生方がベー
スになる台本を作り、演出を考え、舞台監督も行いながら児童の気づきやアイディアを盛り込んで
いきます。試行錯誤しながら作り上げていく過程は、私たち教員にとって時間との戦いですが、作
り上げた達成感を子どもたちと共有できることは、大きな喜びとなります。 
 子どもたちにとって、声や体を使って舞台上で発表することは緊張感も伴いますが、そこを乗り
越えると、表現する楽しさが味わえるようになります。先日、登校時に私の前を歩いていた低学年
の児童が、「私、学習発表会の練習大好き！もっと練習があればいいのになあ～。」と友だちに話
しているのが聞こえ、思わず顔がほころびました。５年生の英語劇や６年生の音楽についても、発
表会に向けて自分の担当箇所を一所懸命に練習し、同じ場面や同じ楽器の人と協力しながら学年で
１つの大きな作品に仕上げていくことは、大きな達成感になっていきます。学校ならではの教育活
動と言えます。 
 「発表」という活動は、見て聞いていただくことで、より深まっていきます。学習発表会で大勢
の保護者の方々にご覧いただいたことは、子どもたちが確かな手応えを得て、次の学習につながる
大きなモチベーションになります。ご来場いただきありがとうございました。 
 これから５、６年生の研究発表会が続きます。引き続き温かい励ましをいただければ、とても嬉
しく存じます。 

 

 
１日（土） 

 ３日（月） 
６日（木） 
７日（金） 
 

１１日（火） 
１２日（水） 
 
１７日（月）
１８日（火） 

学習発表会 
学習発表会代休日 
私学半日研修(1～3 限授業) 
４年まとめのテスト 
２年保護者会 
建国記念の日 
３年保護者会 
下校グループ集会 
１年保護者会 
６年カトリック音楽会 

１９日（水） 
２０日（木） 
２１日（金） 
２３日（日） 
２４日（月） 
２５日（火） 
２６日（水） 
 
２７日（木） 

５年みこころ発表会(3～6 限) 
６年卒業研究発表会 
６年卒業研究発表会 
天皇誕生日 
振替休日 
４年保護者会 
５年いじめ対策講演会(6 限) 
５年保護者会 
感謝のミサ(4 限) 

※３月 3 日（月） ハイチデー 

12年生主催の 2年生理科文化祭 

２０２５年２月４日 
聖心女子学院初等科 
校長 大山 江理子 
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ドンチェバさんにお会いして 
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